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ent Index ： ＨＤＩ）も、
様々な批判はあるものの、 「人間開発」という視点から社会指標を考える試みであった。●国民総幸福　
このようななかで、ブータン
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Value Survey Association ）と、
その会長をつとめたミシガン大学社会調査研究所のロナルド・イングルハート教授が中心になり、各国の研究グループ 協力を得て、調査を行ったものである。 「幸福」研究に伴う統計調査には前記の「世界価値観調査」以外にも、内閣府の「国民生活選好度調査」等がある。　
これまでの研究によれば、 「幸
福」の決定要因としては、⑴所得、⑵格差と不平等、⑶就業⑷ジェンダーや年齢・健康などの個人属性、⑸社会的関係 ⑹政治経済体制と国民性など、が指摘されてきた。たとえば経済変数が上昇しても幸福感は上昇しないこと、また 間開発指数のような客観的な社会指標が高くても、幸福感自体はあまり高くない事例も報告されている。実際に「世界価値観調査」で報告されている「幸福度」と、人間開発指数（およびその順位）を比較して見ると（表参照） 、人間開発指数が高 ても幸福度が高くない国もある。この理由としては、人 は一人当たりＧＤＰ、教育、平均余命などの性格の異なる指標を単純に平均していること また一人
当たりＧＤＰが増加することから得られる満足度は所得水準が高くなるにつれて低下していくと思われるので、人間開発指数は先進国の幸福感の研究には適さないのではないか、といったことが考えられる。　
だが、経済学的研究である以
上は単なる統計的相関だけでなく、因果関係のモデル化も必要である。たとえば経済発展によって新しい製品 ・ 産業 ・ 企業が、古い製品・産業・企業に代替していくならば損失を被る人もいる。これにより経済変数 幸福感の乖離を説明できるかもしれない。また、客観的な貧困状況を変えることができないので、ささい ことでも「幸福」だと感じるということもある。しかし経済学は「効用」を対象にしてきたのに、人間の客観的な在り方や世界観などを考慮した「幸福」 （
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2005, pp.12-23 。 「世界価値観調
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スウェーデン 36.5 56.9 0.941（2）
カナダ 45.2 50.7 0.940（3）
日本 27.8 58.7 0.933（9）
イギリス   3.7 43.6   0.928（13）
ドイツ 17.9 63.3   0.925（17）
韓国   9.6 78.1   0.882（27）
ハンガリー 17.5 54.3   0.835（35）
ポーランド 14.9 58.3   0.833（37）
ロシア   5.7 40.7   0.781（60）
ブルガリア   8.3 37.9   0.779（62）
ルーマニア   3.6 42.9   0.775（63）
フィリピン 39.2 48.8   0.754（77）
ヴェトナム 48.7 42.6     0.688（109）
インドネシア 20.4 73.7     0.684（110）
インド 25.3 47.6     0.577（124）
バングラデシュ 14.7 62.6     0.478（145）
（注）HDIの順位は173か国の順位で、「世界価値観調査2000年」は1999年から2001年の18歳以上の個人の面接調査の結果。
（出所）HDIはUNDP [2002] Human Development Report 2002, New York: UNDP, pp.149-152.世界価値観調査は電通総研・
日本リサーチセンター編［2004］『世界60ヵ国価値観データブック』同友館78ページ。
